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～樽口元気サロン～ 
　4月20日に樽口地区で開催された出前いきいきサロンで
のひとコマ。参加された樽口元気サロンの皆さんは、語り
部の話す懐かしい昔話に自然と顔がほころんでいます。 
　みなさんの笑顔は地域の元気の源です。 

おらほの 
む ら 
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小
玉
川
小
学
校
入
学
式

　

地
域
の
か
た
が
た
に 

見
守
ら
れ
て

　４月５日、新入生１人を迎えた小玉川小学校の入学
式が、３年ぶりに行われました。緊張しながらも、背
筋をピンと伸ばして胸を張る横山翼君。７２カ国の国旗
が書けるという翼君は、在校生や地域のかたがたの前
で、「調べ物が得意です。体育を頑張ります」と新生
活への意気込みを、堂々と話してくれました。
　６年生の塚原力哉君は、「体育館で一緒に遊べるのが
楽しみです。１年間の思い出をいっぱい作りましょう」
と３年ぶりの新入生を、笑顔で迎えていました。

　４月１７日、健康管理センターで、今年度２回
目となるあそびの広場が開催され、こどもの日
を前に約３０人の参加者が、折り紙を使ったこい
のぼり作りに挑戦しました。
　子どもたちはのりを使った慣れない作業に苦
戦しながらも、クレヨンで模様を書いたり、お
気に入りのシールを貼ったりして、それぞれカ
ラフルなこいのぼりを完成させていました。

4/17
できたよ
ぼくのこいのぼり

　野球スポーツ少年団とその保護者のかたがた
が中心となったボランティア清掃が、４月１５日、
町民広場で行われました。
　朝６時からスコップ持参で取りかかった清掃
作業は、グラウンド周囲の側溝をきれいにした
り、グラウンドだけでなく周辺に落ちているゴ
ミを拾い集めたりと約１時間かけて丁寧に行わ
れました。子ども達は清掃の疲れを見せること
なく、きれいになったグラウンドで早速練習に
打ち込んでいました。

4/15
きれいに使ってね！
みんなでグラウンド清掃
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所
長  
五
十
嵐
晃
さ
ん

　

四
月
一
日
付
け
で
横
川
ダ
ム
工
事

事
務
所
長
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
五
十

嵐
晃
で
す
。
豊
か
な
自
然
と
山
の
幸

に
恵
ま
れ
た
小
国
町
で
の
生
活
を
楽

し
み
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
年
に
着
手
し
ま
し
た
横
川

ダ
ム
は
、
皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力

に
よ
り
本
年
度
末
に
は
竣
工
の
見
通

し
と
な
り
ま
し
た
。
今
秋
に
は
試
験

的
に
満
々
と
水
を
湛
え
た
姿
も
ご
覧

い
た
だ
け
る
予
定
で
す
。
い
つ
起
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
大
雨
に
備
え
て
、

一
日
も
早
い
竣
工
に
努
め
る
と
と
も

に
、
ダ
ム
を
身
近
に
感
じ
、
利
用
し

て
頂
け
る
よ
う
な
取
組
み
も
、
皆
さ

ん
と
共
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
引
き
続
き
ご
理
解
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　ＪＲ東日本と置賜各市町・上山市が
連携して実施している「やまがた花回
廊キャンペーン」の一環として、４月
１日、オープニング記念臨時列車「こ
がね号」が小国駅に停車しました。約
４０分間の停車時間を利用して、鼓友塾
による和太鼓演奏などの歓迎セレモ
ニーが開催されたほか、町の特産品な
ども販売されました。乗客約８０名には、
ポン菓子などを袋詰めした特製の米坂
セットが配られ、懐かしい味わいに喜
びの声があがっていました。
　また、この日は、停車中に限りホー
ムへ自由に入ることができたため、見
物に訪れた多くの子ども達が、近くで
見る珍しい列車に、ひとみを輝かせて
いました。

珍しい列車が来たよ
　おきたま花回廊キャンペーン

臨時列車

4/1

　平成１９年度小国町スポーツ少年団
入団式が、４月７日、町民総合体育
館で行われました。
　当日は１０団体約１６０名の小学生が
参加し、立ち幅跳びや上体起こしな
ど５種目の体力テストに奮闘しなが
ら、それぞれの結果を比べあってい
ました。
　入団式の後は、水分補給について
の講演が行われ、熱中症にならない
ための方法などに、保護者のかたが
たも真剣に耳を傾けていました。
　現在、町内には、野球や陸上など
単一種目型が７団体、白沼や北部な
ど複合種目型が５団体あり、随時団
員を募集しています。

4/7
何センチ跳べたかな

夢はスポーツ選手！

国
土
交
通
省
横
川
ダ
ム
工
事
事
務
所

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す

� �������������������������������������������������������������

� �������������������������������������������������������������

よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
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歴
史
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役
割

　

小
国
町
は
、
飯
豊
と
朝
日
の
連

山
に
囲
ま
れ
た
山
村
で
す
が
、
町

の
産
業
構
造
は
、
第
二
次
産
業
が

主
産
業
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在

の
東
芝
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
�
と
日
本

重
化
学
工
業
�
の
前
身
で
あ
る
日

本
電
興
�
が
、
小
国
町
を
製
造
拠

点
に
選
ん
だ
大
き
な
理
由
は
豊
富

な
水
資
源
。
自
社
発
電
を
行
う
た

め
、
昭
和
十
二
年
に
長
者
原
に
発

電
所
が
建
設
さ
れ
、
翌
十
三
年
三

月
に
は
操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

日
本
電
興
�
は
、
昭
和
三
十
三

年
に
東
芝
電
興
�
と
改
称
し
た
後
、

昭
和
四
十
三
年
に
東
芝
炉
材
�
を

合
併
し
、
東
芝
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
�

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
同
じ
く
昭

和
四
十
三
年
に
、
東
芝
電
興
�
の

合
金
鉄
部
門
と
�
鉄
興
社
の
合
金

鉄
部
門
が
合
併
し
て
、
日
本
フ
ェ

ロ
ア
ロ
イ
�
が
設
立
さ
れ
、
こ
の

翌
年
に
は
東
化
工
�
を
合
併
し
て
、

日
本
重
化
学
工
業
�
と
な
り
ま
し

た
。

　

現
在
、
小
国
町
で
は
製
造
業
に

関
わ
る
人
口
は
、
就
業
者
全
体
の

約
三
〇
％
（
平
成
十
七
年
国
勢
調

査
）
を
占
め
て
い
ま
す
。
昭
和
十

一
年
に
開
通
し
た
鉄
道
の
影
響
も

受
け
な
が
ら
、
七
十
年
余
り
に
わ

た
っ
て
、
私
た
ち
の
町
は
こ
の
二

つ
の
企
業
活
動
と
と
も
に
歩
ん
で

き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
町
民
所
得

は
県
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
な
り
、

一
人
あ
た
り
の
製
造
品
出
荷
額
も

県
平
均
を
大
き
く
上
回
る
な
ど
、

山
村
に
は
珍
し
い
産
業
構
造
の
町

と
し
て
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

東
芝
�
�
�
�
�
�
�
��
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�
�
�
�
�
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平
成
十
八
年
十
月
三
十
一
日
、

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
飛
躍
的
に
進
み
、
国
際
競
争
が
激

　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
飛
躍
的
に
進
み
、
国
際
競
争
が
激
しし

さ
を
増
す
中
、
本
町
の
中
核
企
業
が
大
き
な
変
革
の
時
期
を
迎

さ
を
増
す
中
、
本
町
の
中
核
企
業
が
大
き
な
変
革
の
時
期
を
迎
ええ

て
い
ま
す

て
い
ま
す
。。

昭
和
十
三
年
、
日
本
電
興

　

昭
和
十
三
年
、
日
本
電
興
��
小
国
製
造
所
が
操
業
開
始
。
こ

小
国
製
造
所
が
操
業
開
始
。
こ
れれ

に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
農
業
や
林
業
が
主
体
で
あ
っ
た
町
の
産

に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
農
業
や
林
業
が
主
体
で
あ
っ
た
町
の
産
業業

構
造
に
大
き
く
変
化
を
も
た
ら
し
、
山
村
と
し
て
は
ま
れ
な
工

構
造
に
大
き
く
変
化
を
も
た
ら
し
、
山
村
と
し
て
は
ま
れ
な
工
業業

社
会
が
形
成
さ
れ
ま
し
た

社
会
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。。

そ
の
後
、
合
金
鉄
部
門
が
独
立
す
る
の
に
伴
っ
て
二
つ
の
企

　

そ
の
後
、
合
金
鉄
部
門
が
独
立
す
る
の
に
伴
っ
て
二
つ
の
企
業業

体
と
な
り
拡
大
発
展
し
な
が
ら
、
町
の
経
済
を
担
う
大
き
な
力

体
と
な
り
拡
大
発
展
し
な
が
ら
、
町
の
経
済
を
担
う
大
き
な
力
とと

し
て
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た

し
て
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。。
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東
芝
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
�
は
「
株
式

の
公
開
買
い
付
け
の
賛
同
に
関
す

る
お
知
ら
せ
」
を
発
表
し
、
経
営

陣
に
よ
る
会
社
株
式
の
買
い
取
り

（
以
下
、
Ｍ
Ｂ
Ｏ
と
い
う
）
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
の
Ｍ
Ｂ
Ｏ
に

よ
っ
て
、
東
芝
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
�

は
東
芝
と
い
う
大
き
な
グ
ル
ー
プ

か
ら
独
立
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

来
る
六
月
一
日
に
は
、
コ
バ
レ
ン

ト
マ
テ
リ
ア
ル
�
に
社
名
が
変
わ

り
、
私
た
ち
が
長
年
親
し
ん
で
き

た
Ｔ
Ｃ
マ
ー
ク
も
変
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

働
�
�
�
��

職
場
�
�
�

　

現
在
、
東
芝
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
�
で
は
、
立
体
駐
車
場
の

建
設
の
ほ
か
新
た
な
設
備
投

資
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
セ
ス
材
料
事
業
部
業
務

グ
ル
ー
プ
長
の
小
林
茂
樹
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
自
然
豊
か
な
小
国
町
で
、

冬
期
間
も
快
適
に
生
活
で
き
、

そ
し
て
雪
の
不
安
な
く
仕
事

に
打
ち
込
め
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
も
、
企
業
に
求
め
ら

れ
て
い
る
役
割
で
す
」

　

ア
パ
ー
ト
脇
を
含
め
現
在

三
カ
所
の
屋
根
付
き
駐
車
場

が
完
成
し
、
合
計
で
床
面
積

一
万
八
千
八
百
六
十
五
平
方
メ
ー

ト
ル
、
七
百
七
十
五
台
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
第
四
駐
車
場
と
し
て
建

設
さ
れ
た
若
竹
寮
向
か
い
の
駐
車

場
に
は
、
雪
対
策
と
し
て
の
融
雪

パ
イ
プ
が
ス
ロ
ー
プ
か
ら
道
路
ま

で
の
間
に
埋
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
雪
下
ろ
し
の
心
配
が
な
く
な

る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
ゆ

と
り
や
、
仕
事
に
専
念
す
る
姿
勢

な
ど
の
場
面
で
効
果
が
表
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」

　

現
在
、
小
国
事
業
所
の
従
業
員

は
八
百
九
人
、
構
内
社
外
工
員
を

含
め
る
と
千
九
十
八
人
の
従
業
者

を
抱
え
る
企
業
体
で
す
。

　
「
福
利
厚
生
の
た
め
の
施
設
は

一
度
整
備
し
て
し
ま
え
ば
、
長
い

期
間
そ
の
効
果
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
は
、
や

　

私
た
ち
は
昨
年
、
Ｍ
Ｂ
Ｏ
の
実
施
と
い
う
大
き
な
決
断
を
し
、
東

芝
グ
ル
ー
プ
か
ら
独
立
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
枠
組
み
や
制

約
を
取
り
払
い
、
自
ら
の
意
思
と
力
で
未
来
を
切
り
拓
く
、
新
た
な

挑
戦
を
始
め
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
七
年
度
は
、
ま
さ
し
く
「
第
二
の
創
業
」
の
年
と
な
り
ま

す
。
六
月
に
は
新
し
い
社
名
（
コ
バ
レ
ン
ト
マ
テ
リ
ア
ル
�
）
と
し

て
再
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
管
理
者
、
従
業
員
、
労
働
組
合
と
も
役
割

を
分
担
し
な
が
ら
、
共
通
の
目
標
に
向
か
っ
て
力
を
合
わ
せ
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
、
従
業
員
の
た

め
の
屋
根
付
駐
車
場
（
三
カ
所
）
を
建

設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
会
社
の
更
な
る

成
長
の
た
め
に
、
二
つ
の
工
場
の
増
改

築
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
の
様
に
働

く
環
境
整
備
に
も
力
を
入
れ
な
が
ら
、

真
に
優
良
な
会
社
、
世
の
中
で
尊
敬
さ

れ
、
私
た
ち
自
身
も
誇
り
に
思
え
る
会

社
に
す
べ
く
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�
�
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東
芝
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
小
国
事
業
所　
　

事
業
所
長　

伊
東　

宏

完成したばかりの駐車場

＊ＭＢＯ⇒マネジメントバイアウト、経営陣による自社株買収
＊コバレント⇒共有結合等の科学用語として用いられる自然語で、共有すること、結びついていることを意味している。
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は
り
体
育
館
で
す
ね
。
決
し
て
新

し
い
施
設
と
は
い
え
な
い
け
れ
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
や
ス
ポ
ー
ツ
団

体
に
使
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

い
く
ら
照
明
を
使
っ
て
も
使
用
料

は
い
つ
も
無
料
。
地
域
貢
献
の
一

環
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

企
業
形
態
が
変
化
し
つ
つ
あ
っ

て
も
地
域
や
町
民
に
対
す
る
姿
勢

は
、
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
む
し

ろ
、
独
自
性
の
発
揮
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
地
域
に
お
け
る
企

業
の
存
在
価
値
が
高
ま
る
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

炭
珪
部
門
�
強
化�

第
五
工
場
�
完
成

　
「
新
し
く
建
設
し
た
炭
化
珪
素

部
門
の
第
五
工
場
で
は
、
世
界
で

の
市
場
占
有
率
一
位
を
誇
る
炭
化

珪
素
製
品
の
生
産
量
を
、
も
っ
と

増
や
す
よ
う
な
計
画
を
持
っ
て
い

ま
す
。
伸
び
て
い
る
部
門
を
一
層

伸
ば
し
、
強
い
分
野
を
さ
ら
に
強

く
し
て
い
く
こ
と
は
、
国
際
市
場

で
勝
負
す
る
た
め
に
重
要
な
戦
略

で
す
」

　

体
育
館
の
隣
に
建
つ
、
真
新
し

い
、
白
く
高
い
建
物
が
炭
化
珪
素

製
品
の
生
産
拡
大
を
図
る
た
め
の

新
し
い
工
場
で
す
。
同
社
で
は
新

潟
東
芝
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
�
を
舞
台

と
し
て
、
三
〇
〇
ミ
リ
ウ
エ
ハ
ー

の
製
造
能
力
を
増
強
さ
せ
て
い
く

た
め
の
設
備
投
資
を
行
う
こ
と
と

し
ま
し
た
。
こ
の
製
造
過
程
で
必

要
と
な
る
製
品
な
ど
に
つ
い
て
は
、

こ
の
第
五
工
場
か
ら
供
給
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
五
月
に
は
、
同
じ
く

小
国
事
業
所
内
に
、
石
英
ル
ツ
ボ

を
生
産
す
る
た
め
の
工
場
が
完
成

す
る
見
込
み
で
す
。
こ
ち
ら
も
ま

た
、
シ
リ
コ
ン
ウ
エ
ハ
ー
の
材
料

を
生
産
す
る
た
め
に
必
要
な
製
品

で
あ
り
、
増
産
体
制
を
支
え
る
た

め
の
整
備
が
着
実
に
進
ん
で
い
ま

す
。新

規
商
品
開
発
��

取
�
組
� 

日
本
重
化
学
工
業
株
式
会
社　
 

小
国
事
業
所
長　

池
谷　

隆
夫

　
「
小
国
事
業
所
は
売
上
高
で
日

本
重
化
学
工
業
合
計
の
約
三
割
を

占
め
る
主
力
事
業
所
の
一
つ
で
、

主
力
製
品
は
水
素
吸
蔵
合
金
と
高

純
度
金
属
で
す
。
共
に
十
年
以
上

生
産
し
て
い
ま
す
が
、
ユ
ー
ザ
ー

の
要
求
レ
ベ
ル
が
高
く
、
常
に
改

良
さ
れ
つ
づ
け
て
い
る
た
め
古
い

商
品
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
全
く
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
後
は
事

業
基
盤
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の
と

す
る
た
め
に
現
行
商
品
を
維
持
、

発
展
さ
せ
な
が
ら
新
た
な
商
品
開

発
に
取
り
組
み
、
既
存
の
金
属
事

業
を
基
盤
と
し
て
周
辺
領
域
へ
の

展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
幸
い
小
国
事
業
所
に

は
一
番
重
要
な
土
地
、
水
、
電
気

等
の
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
い

る
の
で
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
、
新

規
事
業
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
環
境
に
配
慮
し
、
小
国

町
に
貢
献
で
き
る
企
業
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。」

新
棟
�
開
発
・
分
析�

部
門
�
集
約

　

平
成
十
八
年
十
二
月
に
新
し
い

開
発
・
分
析
棟
が
完
成
し
、
そ
れ

ま
で
事
業
所
内
の
三
カ
所
に
分
散

し
て
い
た
研
究
部
門
や
分
析
部
門

を
一
カ
所
に
集
約
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
効
率
的
に
、
よ
り
品

質
の
高
い
製
品
を
開
発
し
、
品
質

炭化珪素部門の第５工場

最先端の研究・技術開発を行う開発分析棟
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保
証
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
生
産
活
動
の
変
化
と
、

建
設
さ
れ
た
新
棟
に
つ
い
て
、
小

国
事
業
所
管
理
部
長
の
水
田
幹
久

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
特
に
、こ
の
十
年
間
の
事
業
構

造
変
化
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
八
年
頃
を
境
に
、
そ
れ
ま
で

主
力
を
担
っ
て
き
た
合
金
鉄
部
門

の
製
造
拠
点
を
海
外
へ
移
し
、
電

気
炉
は
完
全
に
休
止
、
解
体
し
ま

し
た
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
付
加

価
値
の
高
い
製
品
づ
く
り
が
主
体

と
な
り
、
設
備
も
金
属
精
錬
用
の

大
き
く
強
靱
な
も
の
か
ら
、
技
術

レ
ベ
ル
の
高
い
も
の
へ
と
変
化
し

ま
し
た
。
現
在
の
主
力
製
品
は
、

化
石
燃
料
の
使
用
を
減
ら
し
温
暖

化
抑
制
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る

ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池
の
原
料
で
あ

る
水
素
吸
蔵
合
金
や
、
電
子
部
品

に
必
要
な
高
純
度
金
属
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
暮
れ
に
完
成
し
た
新
社
屋

で
は
主
に
研
究
開
発
・
分
析
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
品
質
保
証
の

能
力
が
一
層
高
ま
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
発
展
途
上
国
の
工
業
化
が

進
ん
で
、
製
造
業
は
国
際
競
争
が

激
し
く
な
る
中
で
、
今
、
私
た
ち

に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
真

似
が
で
き
な
い
ほ
ど
純
度
の
高
い

製
品
を
安
定
し
て
供
給
す
る
能
力
。

こ
こ
に
は
最
先
端
の
技
術
が
あ
り

ま
す
。
環
境
問
題
を
発
端
と
し
て

ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池
な
ど
の
需
要

は
増
え
る
傾
向
が
あ
り
、
追
い
風

と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
は
新
棟

の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て
、
新
し

い
こ
と
に
も
ど
ん
ど
ん
挑
戦
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

日
本
重
化
学
工
業
�
は
、
事
業

の
多
角
化
に
よ
る
業
績
の
悪
化
に

伴
っ
て
、
平
成
十
五
年
五
月
か
ら

会
社
更
生
法
に
基
づ
く
経
営
再
建

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
更
生

計
画
で
は
、
再
建
に
十
年
の
期
間

が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
実
際

に
は
約
三
年
間
で
再
建
目
標
を
達

成
さ
せ
、
平
成
十
八
年
六
月
に
は
、

更
生
手
続
き
の
す
べ
て
を
終
結
し

て
い
ま
す
。

　
「
技
術
力
で
は
負
け
ま
せ
ん
。小

国
の
地
か
ら
世
界
へ
挑
戦
し
続
け

る
企
業
と
し
て
誇
り
を
も
っ
て
い

ま
す
。
雇
用
と
い
う
点
で
も
、
国

際
競
争
を
共
に
戦
う
仲
間
と
し
て
、

地
元
の
若
者
に
は
ぜ
ひ
協
力
し
て

も
ら
い
た
い
で
す
」
と
語
ら
れ
ま

し
た
。

町
�
役
割
�
支
援

　

町
で
は
こ
れ
ま
で
、
企
業
の
設

備
投
資
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の

課
税
免
除
を
目
的
と
し
た
「
小
国

町
過
疎
地
域
固
定
資
産
税
課
税
免

除
条
例
」
な
ど
を
創
設
し
、
町
内

企
業
の
産
業
活
動
基
盤
の
強
化
や
、

新
規
の
企
業
誘
致
を
推
進
し
て
い

く
た
め
の
支
援
策
を
講
じ
て
き
て

い
ま
す
。

　

水
の
需
要
は
、
年
々
増
加
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
町
で
は
こ
う

し
た
企
業
の
需
要
に
応
え
、
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
平
成

三
年
よ
り
工
業
用
水
道
整
備
に
取

り
組
み
、
安
定
し
た
工
業
用
水
の

確
保
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
年
三
月
の
完
成
を
目

指
し
て
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る

横
川
ダ
ム
に
は
、
工
業
用
水
の
供

給
流
量
が
確
保
さ
れ
ま
す
。
製
造

業
な
ど
で
冷
却
水
や
洗
浄
水
と
し

て
使
わ
れ
る
工
業
用
水
は
、
計
画

水
量
と
し
て
設
定
さ
れ
た
日
量
七

千
立
法
メ
ー
ト
ル
の
取
水
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
昨
年

度
か
ら
工
業
用
水
の
導
水
設
備
や

浄
水
設
備
の
増
設
工
事
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
町

で
は
、
良
質
な
工
業
用
水
の
安
定

供
給
に
努
め
な
が
ら
地
域
産
業
の

持
続
的
な
発
展
を
支
え
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

平成２０年３月完成予定の横川ダム

良質な工業用水を提供するための浄水施設
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金　　熊太郎
（小渡・６６歳）

遠　藤　和　彦
（大宮・４９歳）

安　部　春　美
（小股・５９歳）

小　林　　　嘉
（湯花・５９歳）

高　野　健　人
（北・５８歳）

齋　藤　英　洋
（五味沢・６３歳）

　

任
期
満
了
に
伴
う
小
国
町
議
会

議
員
選
挙
が
、
四
月
十
七
日
に
告

示
さ
れ
、
四
月
二
十
二
日
に
投
開

票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
員
定
数
が
四
名
減
の
十
二
名

と
な
っ
た
今
回
の
選
挙
に
は
十
三

名
が
立
候
補
し
ま
し
た
。

　

当
日
有
権
者
数
は
七
、
七
六
七

人
、
投
票
率
は
八
七
・
七
九
％
で
、

前
回
の
九
〇
・
五
七
％
を
二
・
七

八
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

　

開
票
は
、
町
民
総
合
体
育
館
で

即
日
の
午
後
九
時
か
ら
行
わ
れ
ま

し
た
。
開
票
の
結
果
、
投
票
総
数

は
六
、
八
一
九
票
、
う
ち
有
効
投

票
は
六
、
七
六
二
票
、
無
効
投
票

は
五
七
票
で
し
た
。
有
効
投
票
の

う
ち
候
補
者
ご
と
の
得
票
数
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

　

翌
二
十
三
日
に
は
、
役
場
で
当

選
証
書
付
与
式
が
行
わ
れ
、
仁
科

清
實
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
当
選

証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

�������	
����������	
���
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任
期
満
了
に
伴
う
県
議
会
議
員

選
挙
が
去
る
三
月
三
十
日
に
告
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

西
置
賜
郡
選
挙
区
で
は
、
現
職

の
小
池
克
敏
氏
以
外
に
立
候
補
者

が
な
く
、
小
池
克
敏
氏
の
無
投
票

当
選
が
決
定
し
、
平
成
十
五
年
九

月
の
当
選
に
続
い
て
、
二
度
目
の

当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

県
議
選
の
結
果

　

小
池
克
敏
氏
が
当
選

当選　遠　藤　和　彦　８８６　　票

　〃　　小　林　　　嘉　７０２　　票

　〃　　齋　藤　英　洋　５９０　　票

　〃　　金　　　熊太郎　５３０　　票

　〃　　安　部　春　美　５０８　　票

　〃　　高　野　健　人　４９３　　票

　〃　　今　　　正　徳　４８７　　票

　〃　　飯　沢　テ　ツ　４８６　　票

　〃　　伊　藤　重　広　４７８．２１０票

　〃　　米　野　貞　雄　４５９　　票

　〃　　本　間　義　信　４４５　　票

　〃　　佐　藤　祐　一　３８６　　票

次点　伊　藤　運　一　３１１．７８９票

※小数点以下は、按分により計算さ

れた得票です。

�������

米　野　貞　雄
（大滝・６９歳）

今　　正　徳
（小国小坂町・６７歳）

本　間　義　信
（北・５３歳）

飯　沢　テ　ツ
（増岡・５６歳）

佐　藤　祐　一
（足水中里・６９歳）

伊　藤　重　広
（河原角・５８歳）

小国町議会議員選挙の結果
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三
月
十
八
日
か
ら
四
月
一
日
ま
で
の
十

五
日
間
、
小
国
高
校
の
生
徒
二
名
が
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
の
ベ
ニ
ス
高
校
へ
短
期
留
学
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
英
語
を
実
際
に

使
い
な
が
ら
、
異
な
る
文
化
に
触
れ
、
学

び
、
感
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

�������������私たちが学んだこと

伊藤　緩生さん（３年）

小
国
高
校
か
ら
ア
メ
リ
カ
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
へ

短
期
留
学
を
と
お
し
て

お
互
い
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た

言
葉
に
し
て
み
る
こ
と
で
少
し
ず
つ
伝
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

貝沼　涼さん（３年）

　はじめの２日間はすごく
孤独で、想像していた以上
に言葉の壁が大きく、自分
の思っていることを上手く
伝えられなくて落ち込みま
した。 実際の英語は速くて
聞き取りづらく、授業とは
比べものにならないと感じ
ました。
　私のホストペアレンツは
スペイン人で、会話もスペ
イン語でした。家族と会話
をしたかった私は、スペイ
ン語も教えてもらいました。
グラウンドキャニオンやハ
リウッドにも行きました。
修学旅行の時に出会った生
徒とも再会できて、すごく
嬉しかったです。
　ホームステイというのは
想像以上に大変なものでし
たが、貴重で素敵な時間で
した。私はロサンゼルスに
住むことが夢なので、もっ
と英語を勉強してまた行き
たいです。

　中学や高校で学習した英
語はとても役立ちましたが、
発音の違いで、うまく相手
に伝わらないことがあった
り、その場に応じた英語の
使い分けができなかったり
したことが多くありました。
しかし、アメリカの人たち
は一生懸命に私が話すこと
を理解しようとしてくれま
した。
　ベニス高校では、１年間
毎日同じ教科を学習してい
ること、学年が全く関係な
く13歳～18歳までが同じ
教室で勉強していることに
驚きました。私が参加した
休日に短期大学で行われる
日本語の授業では、私と同
年齢から、高齢者の人まで
が日本語や日本の文化にと
ても興味を持って勉強して
いました。たくさんの人が
日本に興味を持ってくれて
いることがわかり、とても
うれしく感じました。
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去
る
四
月
二
十
二
日
に
執
行
さ

れ
た
小
国
町
議
会
議
員
選
挙
に
お

い
て
当
選
さ
れ
ま
し
た
十
二
名
の

新
選
良
の
皆
様
方
に
、
心
か
ら
お

慶
び
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
今
、
地
方

自
治
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
容
し
て
お
り
、
や
る
気
の
あ
る

地
方
が
、
自
由
に
独
自
の
施
策
を

展
開
し
、
魅
力
あ
る
地
方
に
生
ま

れ
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

新
た
な
地
方
分
権
改
革
の
た
め
の

推
進
体
制
等
を
規
定
す
る
「
地
方

分
権
改
革
推
進
法
」
が
先
の
臨
時

国
会
で
成
立
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
議

会
も
行
政
も
目
指
す
と
こ
ろ
は
、

小
国
町
の
発
展
と
町
民
の
幸
せ
づ

く
り
で
あ
り
ま
す
。
議
員
各
位
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
自
由
闊
達
に

町
づ
く
の
諸
施
策
に
つ
い
て
論
議

を
深
め
ら
れ
、
町
政
の
発
展
の
た

め
に
格
別
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
ご
健
勝
に
て
活
躍
さ
れ
ま

す
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

小
国
町
長　

小
野
精
一

町
長
室
か
ら

町町
長
室
長
室
かか
らら

　

四
月
一
日
付
け
で
長
岡
美
和
子

さ
ん
（
小
国
小
坂
町
）
が
、
新
し

い
町
の
交
通
安
全
専
門
指
導
員
と

し
て
町
長
か
ら
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

専
門
指
導
員
は
、
町
民
の
交
通

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
普
及
推

進
活
動
を
行
い
ま
す
。
四
月
十
九

日
に
は
、
白
百
合
保
育
園
を
会
場

に
交
通
安
全
指
導
を
行
な
い
、
約

六
十
人
の
園
児
が
交
通
ル
ー
ル
に

つ
い
て
熱
心
に
学
び
ま
し
た
。
な

お
、
同
様
の
交
通
安
全
指
導
は
、

町
内
の
小
学
校
な
ど
で
行
わ
れ
ま

す
。

卒
業
後
、
米
沢
市
立
病
院
、
公
立

置
賜
総
合
病
院
で
勤
務
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
小
国
町
に
は
初
め
て
来
ま
し

た
。
雄
大
な
自
然
を
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
て
、
の
ん
び
り
し

た
気
分
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

は
、
趣
味
と
言
え
る
も
の
が
何
も

無
か
っ
た
の
で
、
ぜ
ひ
小
国
に
い

る
う
ち
に
探
し
た
い
で
す
ね
。
高

齢
の
患
者
さ
ん
も
多
い
の
で
、
診

察
時
の
説
明
な
ど
は
、
な
る
べ
く

分
か
り
や
す
い
対
応
で
接
し
た
い

で
す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
立
病
院
の
内
科
に
、
岩
野
大

輔
先
生
が
就
任
し
、
４
月
１
日
か

ら
診
察
に
あ
た
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

岩
野
先
生
は
、
徳
島
県
藍
住
町

の
出
身
で
、
山
形
大
学
医
学
部
を

交通ルールを守ってね
交通安全専門指導員に長岡美和子さん

町立病院内科に
岩野大輔先生

�
�
�
�
�
�
��

���
�
�
��
�

　

町
の
人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
状

交
付
式
が
、
四
月
四
日
、
町
長
室

で
行
わ
れ
、
法
務
局
長
井
支
局
長

か
ら
、
再
任
と
な
る
近
み
つ
子
氏

に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
に
関
す

る
相
談
や
意
識
啓
発
な
ど
を
行
い

ま
す
。
任
期
は
三
年
で
す
。

�
�
�
�
�
�
��

�
���
�
��
�

　

総
務
省
の
行
政
相
談
委
員
と
し

て
、
四
月
一
日
付
け
で
総
務
大
臣

か
ら
齋
藤
恒
助
氏
が
委
嘱（
再
任
）

さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
役
所
に
関

す
る
仕
事
に
つ
い
て
、
住
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
苦
情
や
要
望
、
意
見

な
ど
を
聞
き
、
問
題
点
を
改
善
す

る
よ
う
に
働
き
か
け
る
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。

　

役
所
が
関
係
す
る
仕
事
か
ど
う

か
不
明
な
場
合
で
も
、
困
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
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おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーー 皆さんの声をお寄せください
町長室専用メール　ｓｈｉｒｏｉｍｏｒｉ＠ｔｏｗｎ.ｏｇｕｎｉ.ｙａｍａｇａｔａ.ｊｐ
町長室専用ＦＡＸ　� ６２－２６１１

催

し

催

し

森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
オ
ー
プ
ン

▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

■
日　

時　

６
月
１
日
�

　
　
　
　
　

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

■
場　

所　

飯
豊
山
荘
周
辺

■
内　

容　

セ
レ
モ
ニ
ー
、
森
林
散
策
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

▽
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

２
泊
３
日
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ツ
ア
ー

を
体
験
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し

て
く
だ
さ
る
か
た
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
日　

程　

初
回
６
月
１
日
�
〜
３
日

�
か
ら
最
終
回　

月　

日
�
〜　

日

１０

２２

２４

�
ま
で
合
計　

回
開
催

１０

■
募
集
人
数　

各
回
５
名
程
度

■
参
加
費　

３
万
円
（
宿
泊
先
ま
で
の

交
通
費
等
は
自
己
負
担
）

■
そ
の
他　

謝
礼
５
千
円

■
問
合
先　

産
業
振
興
課
へ

消
防
演
習

■
期　

日　

６
月
３
日
�

■
場
所
・
時
間
・
内
容

　

第
１
会
場
…
町
民
広
場

８
時　

分
〜
（
観
閲
、
す
み
れ
保
育

３０

園
園
児
に
よ
る
楽
器
演
奏
等
）

　

第
２
会
場
…
小
国
小
坂
町
周
辺

　
　

時　

分
〜
（
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
）

１０

３０

　

第
３
会
場
…
小
国
小
坂
町

　
　

時
〜
（
分
列
行
進
）

１１

　

第
４
会
場
…
役
場
東
側
駐
車
場

　
　

時　

分
〜
（
講
評
、
表
彰
式
）

１１

２０

＊
交
通
規
制
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
第
２

会
場
で
は
放
水
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
会
場
周
辺
の
か
た
は
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

町
民
課
へ

健
康
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

高
齢
者
の
心
の
健
康
づ
く
り
や
適
切

な
運
動
の
方
法
を
学
び
な
が
ら
、
地
域

に
広
め
る
た
め
の
指
導
者
を
養
成
し
ま

す
。

■
日　

程　

６
月
４
日
�
〜
９
月　

日
１９

�
午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０（
計　

回
）

１２

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

健
康
づ
く
り
に
関
心
の
あ

る
か
た

■
講　

師

　

運
動
指
導
…
快
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
研
究

所　

小
池
敏
子
氏

　

心
の
健
康
…
ヒ
ュ
ー
マ
ン
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
研
究
所　

我
妻
淳
一
氏

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
期
限　

５
月　

日
�

２１

■
申
込
・
問
合
先　

健
康
福
祉
課
へ

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
教
室

■
日　

時　

６
月
８
日
�
、　

日
�
、

２９

７
月
６
日
�
、
７
月　

日
�
、
８
月

２０

３
日
�

　
　

昼
の
部　

午
後
２
時
〜
３
時　

分
３０

　
　

夜
の
部　

午
後
７
時
〜
８
時　

分
３０

■
場　

所

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
、
町
民
体
育
館

■
対
象
者　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
講　

師　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ア
ド
バ
イ

ザ
ー　

秋
葉
早
緒
氏

■
参
加
費　

１
回
に
つ
き
５
０
０
円

■
申
込
期
限　

５
月　

日
�

３１

■
申
込
・
問
合
先　

健
康
福
祉
課
へ

森
林
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

▽
Ａ
コ
ー
ス

石
転
び
沢
大
雪
渓
と
セ
ラ
ピ
ー
の
森
へ

■
日　

時　

６
月　

日
�
７
時　

分
〜

２８

３０

■
内　

容　

梅
花
皮
沢
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、

そ
し
て
癒
し
の
森
へ

▽
Ｂ
コ
ー
ス

魅
惑
の
花
園
大
凹
湿
原
へ

■
日　

時　

７
月　

日
�
７
時　

分
〜

１４

３０

■
内　

容　

西
吾
妻
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、

そ
し
て
可
憐
に
咲
く
花
と
の
出
会
い

■
申
込
期
間　

６
月
１
日
�
〜
９
日
�

■
参
加
費　

３
千
円

■
申
込
・
問
合
先　

置
賜
森
林
管
理
署

相相 談談

お 知 ら せ コ ー ナコ ー ナ ーー

年金相談

■日　時　５月２３日�
　受　付　９：３０～１４：３０
　相　談　１０：３０
■場　所　役場町民相談室
■問合先　町民課へ

人権相談

■日　時　５月１８日�
　　　　　１０：００～１２：００
■場　所　総合センター
■問合先　町民課へ

人権なんでも相談所

■日　時　６月１日�
　　　　　１０：００～１５：００
■場　所　総合センター
■問合先　町民課へ

無料法律相談

■日　時　６月１日�
　　　　　１０：００～１５：００
■場　所　総合センター
■対応者　弁護士
■申込期限　５月２８日�
■申込・問合先　町民課へ
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おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーーお 知 らお 知 ら せせ　 コ ー ナ ー

募

集

募

集

今月の町長と語る日は５月３０日�です。
お気軽においでください。

（
�　

―
２
２
４
６
）
へ

６２
荒
川
水
防
演
習

■
日　

時　

５
月　

日
�

２６

　

午
前
８
時　

分
〜　

時　

分

３０

１２

３０

■
場　

所　

荒
川
橋
下
流
河
川
敷
（
新

潟
県
岩
船
郡
神
林
村
平
林
地
先
）

＊
大
し
た
も
ん
蛇
パ
レ
ー
ド
や
さ
ま
ざ

ま
な
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

■
問
合
先　

町
民
課
へ

平
成　

年
度
生
涯
学
習
支
援
事
業

１９

　

町
内
各
地
域
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ

（
公
民
館
等
）
が
「
生
涯
学
習
に
関
す
る

学
習
会
・
講
演
会
」
を
開
催
す
る
場
合

に
、
講
師
謝
礼
の
一
部
を
負
担
し
ま
す
。

■
負
担
を
受
け
る
謝
礼
金
の
金
額

　

町
外
講
師　

２
万
円
以
内

　

町
内
講
師　

１
万
円
以
内

■
開
催
条
件

　

受
講
者
数
が　

名
以
上
で
、
定
例
的

１０

に
開
催
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど

■
講
師
の
選
定　

主
催
団
体
で
選
定
し
、

依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
方
法

　
「
事
業
計
画
書
」に
記
入
し
、学
習
会
・

講
演
会
実
施
日
の　

日
前
ま
で
に
提

２０

出
し
て
く
だ
さ
い
。
審
査
後
、
負
担

の
可
否
に
つ
い
て
通
知
し
ま
す
。
同

一
団
体
に
は
年
度
内
２
回
ま
で
の
負

担
が
可
能
で
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

教
育
委
員
会
事
務

局
へ

ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

町
で
は
、
今
年
度
、
次
期
小
国
町
総

合
計
画
策
定
に
向
け
て
、
町
と
し
て
の

課
題
の
整
理
と
進
む
べ
き
方
向
性
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
た
め
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
参
画
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
、
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
創
造
的
に
話
し

合
っ
て
く
だ
さ
る
か
た
を
募
集
し
ま
す
。

■
内　

容　

参
加
者
が
積
極
的
に
関
わ

る
参
加
・
体
験
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
手
法
を
用
い
て
、
町
づ
く
り
の
課

題
、
方
向
性
を
整
理
し
ま
す
。

■
実
施
回
数　

年
間　

回
（
予
定
）

１０

　
　
　
　
　
　

毎
月
１
回
程
度

■
実
施
場
所　

総
合
セ
ン
タ
ー
ほ
か

■
募
集
人
数　

５
人
（
男
女
、
年
齢
は

問
い
ま
せ
ん
）

※
募
集
人
数
を
上
回
っ
た
応
募
が
あ
っ

た
場
合
は
、
抽
選
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
な
お
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
全

体
の
総
数
は　

人
程
度
に
な
り
ま
す
。

２０

■
募
集
期
限　

平
成　

年
５
月　

日
�

１９

１８

■
応
募
・
問
合
先　

総
務
企
画
課
へ

６
月
１
日
は
商
業
統
計
調
査
の
日
で
す

　

６
月
１
日
に
平
成　

年
商
業
統
計
調

１９

査
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
い
て

行
わ
れ
る
国
の
重
要
な
調
査
で
あ
り
、

全
国
の
卸
売
・
小
売
事
業
所
を
漏
れ
な

く
調
査
し
て
、
国
の
商
業
活
動
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
調
査
票
を
統
計
上
の
目
的

以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
調
査
結
果
は
国
や
都
道
府
県
、

市
町
村
に
お
け
る
商
業
の
育
成
、
中
心

市
街
地
の
活
性
化
の
た
め
の
基
礎
資
料

と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

５
月
下
旬
に
、
担
当
調
査
員
が
各
事

業
所
に
調
査
票
の
記
入
を
お
願
い
に
伺

い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
協
力
く
だ
さ

い
。不

妊
治
療
へ
の
助
成
金

　
　

山
形
県
で
は
、特
定
不
妊
治
療（
体

外
受
精
及
び
顕
微
授
精
）
を
受
け
て
い

る
ご
夫
婦
に
、
１
年
あ
た
り
１
回　

万
１０

円
を
限
度
に
２
回
ま
で
通
算
５
年
間
の

助
成
を
行
い
ま
す
。

■
問
合
先　

置
賜
保
健
所
（
�
０
２
３

８
―　

―
３
２
０
５
）
へ

２２
ご
案
内

ご
案
内

情
報
公
開
制
度
の 運

用
状
況

平
成　

年
４
月
１
日

１８

〜　

年
３
月　

日

１９

３１

■
請
求
件
数　
　

件
１３

　

内
訳　

町　
　
　
　
　
　

件
１２

　
　
　
　

教
育
委
員
会　

１
件

　

▽
全
部
公
開　

１
件

　

▽
部
分
公
開　

７
件

　

▽
非
公
開
（
不
存
在
含
む
）
５
件

■
異
議
申
立
件
数　

１
件

個
人
情
報
保
護
制
度
の 

運
用
状
況

個
人
情
報
登
録
件
数
５
３
８
件

（
平
成　

年
３
月　

日
現
在
）

１９

３１

■
内
訳

　

○
町 

４
５
０
件

　

○
教
育
委
員
会 

　

件
３８

　

○
選
挙
管
理
委
員
会 

　

件
１９

　

○
農
業
委
員
会 

　

件
１６

　

○
議
会 

２
件

　

○
監
査
委
員
会 

　

件
１２

　

○
固
定
資
産
税
評
価
委
員
会 
１
件

■
問
合
先　

総
務
企
画
課
へ
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＊＊＊新刊図書＊＊＊
◇時雨の岡 乙川優三郎
◇夢を与える 綿矢　りさ
◇エスケイプ／アブセント 絲山　秋子
◇たぶん最後の御挨拶 東野　圭吾
◇フィッシュストーリー 伊坂幸太郎
◇かげろう 藤堂志津子
◇これでスッキリ！ハーブの心療内科

太田光代／山本百合子
◇鈍感力 渡辺　淳一
◇オカン、おふくろ、お母さん 文藝春秋編
◇世界屠蓄紀行 内澤　旬子
◇怪鳥の山 内藤　六司
◇ちびまる子ちゃんの学級日誌�～�

さくらももこ
◇ラチとらいおん マレーク・ベロニカ
◇ぼくのしょうぼうしゃ

竹下文子／鈴木まもる
※他多数入荷しました。

今月の休館日：５月３・４・５日の祝日、毎週月曜日

開館時間　午前９時30分～午後６時

総合センター図書室から 総合センター図書室から 
  
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら  

☆
あ
そ
び
の
広
場
☆

■
日　

程　

５
月
８
日
、　

日
子
育
て

１５

講
座
「
小
国
の
郷
土
料
理
」、　

日
、

２２

　

日
、
６
月
５
日

２９
■
時　

間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前
の
お
子

さ
ん
と
お
家
の
か
た

☆
な
か
よ
し
広
場
☆

■
日
程
と
場
所

　

５
月　

日　
　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

１７

就業時間年 齢職       種求人数事  業  所  名
８：３０～１７：３０ほか不問看護師・准看護師３人医 療 法 人 社 団 緑 愛 会
８：００～１７：００不問役務係２人ア ベ プ ラ ン ニ ン グ
８：３０～１６：４５ほか１８～４５マシンオペレーター７人� 井 上 製 作 所
８：００～１７：００不問土木施工管理技士２人� 船 山 工 務 店
８：００～１６：４５不問清掃業務２人

お ぐ に 白 い 森 � １９：００～７：００不問夜警夜間受付２人
７：００～１６：３０ほか不問施設サービス４人
７：３０～１７：００不問林産・造林業務３人小 国 町 森 林 組 合
９：００～１７：００２５～５５生命保険コンサルタント５人第一生命保険相互会社坂町支部
９：００～１８：００ほか１８～３５販売員２０人� コ メ リ
８：００～１７：００不問交通誘導員２人� 村 上 警 備 保 障
８：００～１７：００ほか不問警備員５人� 太 陽 警 備 保 障
８：００～１７：００不問土木施工管理技士１人

� 斉 藤 建 設
８：００～１７：００不問一般作業員３人
９：１０～１６：５０２５～５５生命保険営業５人朝日生命保険相互会社長井営業所
８：００～１７：３０ほか１８～４０ホールスタッフ１人� コ ン ズ カ ン パ ニ ー

第 一 ホ ー ル 小 国 店 ８：００～２２：３０ほか１８～４０ホールスタッフ１人
８：００～１７：００１８～４０土木施工管理技士２人

� 横 川 建 設
８：００～１７：００２１～５５重機オペレーター２人
８：００～１７：００１８～５５土木作業員２人

山 和 建 設 � ８：００～１７：００３０～５０土木施工管理技士２人
８：００～１７：００３０～５０建築施工管理技士１人
８：００～１７：００２１～４０土木施工管理技士１人遠 藤 建 設 �

８：３０～１７：３０不問電気部品製造５人ひさご電材�小国工場
８：３０～１７：３０２０～３５営業・販売・整備工２人合資会社山佐佐藤農機店
８：４５～１８：００不問調理・販売２人� 蔵 王 ス ト ア ー
８：００～１７：００１８～３５内・外線工事作業員２人猪 野 電 気 工 事 �

８：００～１７：００不問ボーリング洗浄工、作業管理補助作業員５人� 小 国 技 研
８：３０～１７：３０ほか２０～３５医療事務員１人カインドネス�おぐに調剤薬局
７：３０～１７：００不問土木作業員・大型運転手２人� 石 川 組
９：００～１７：００不問事務員１人� ス ペ ー ス ク ラ ブ
９：１５～１７：００２０～５９営業３人アクサ生命保険�長井営業所
８：００～１７：００不問一般作業員・重機オペレーターほか３人安 部 工 業 �

８：３０～１６：４０ほか不問半導体製造５人�ジャパンクリエイトスタッフ山形営業所
８：００～１７：００１８～５５建設作業員１０人� ア ー ネ ス ト
８：３０～１６：４０ほか不問半導体装置ＭＣ４人�技能育成センター郡山営業所
９：００～１８：００不問機械設計２人�シーテック山形営業所
８：３０～１７：００不問生産技術・機械設計３人� ス タ ッ フ サ ー ビ ス
８：３０～１６：４０ほか不問作業工５人�アイコンワールド新潟営業所
９：００～１８：００間５時間不問販売３人�白い森よこね物産品直売所
１７：００～２１：００ほか不問接客１人酒 味 庵 ま つ ば ら
９：００～１７：００間５時間不問事務員１人（協）小 国 ポ イ ン ト 会

　左の表は４月１６日現在の新規求人
の内容です。無効になっている場合
もありますので了承ください。この
ほかの求人情報は、ハローワーク長
井（�８４－８６０９）へ

求 人 情求 人 情 報報

　山形県労働委員会では、職場
での労働者と事業主との間のト
ラブル解決をお手伝いします。
　解雇、賃金、配置転換などで
困っていることがありましたら、
お気軽にご相談ください。
■相談料　無料
■相談・問合先
山形県労働委員会事務局（�
０２３－６３０－２７９３）または最寄
の総合支庁労働相談窓口へ

職場の労働関係で
お困りのかたへ

　

５
月　

日
、　

日　

お
ぐ
に
保
育
園

１０

２４

■
時　

間　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前
の
お
子

さ
ん
と
お
家
の
か
た

☆
こ
ど
も
愛
ラ
ン
ド
☆

■
日　

時　

５
月　

日
�
午
前
９
時
〜

１２

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
内　

容　

り
ふ
れ
周
辺
の
散
策
と
木

工
館
見
学

■
申
込
期
限　

５
月　

日
�

１０

■
対
象
者　

お
お
む
ね
２
才
か
ら
の
お

子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

■
問
合
先　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp　  携帯電話向けサイト　http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
総合センター（教育委員会事務局）�６２－２１４１　小国町健康管理センター（健康福祉課）�６１－１０００　子育て支援センター�６２－２３３０
町民体育館�６２－５４２１　町立病院�６１－１１１１　老人保健施設�６１－１２００
癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm
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小国町役場�６２－２１１１�　ＦＡＸ６２－５４６４　行政管理室�６２－２１１２　政策企画室�６２－２２６４
住民窓口担当・町民生活担当�６２－２２６０　国保医療担当�６２－２２６１　税政管理室�６２－２４０３　出納室�６２－２４０６
農村振興室�６２－２４０８　商工観光室・森林セラピー推進室・地域経営室�６２－２４１６
建設管理室・上下水道室�６２－２４３１　建設技術室�６２－２４３２　議会事務局�６２－２４４８

保健カレンダー 
場　　所対　　象受付時間乳幼児健診月日

健康管理センター
＊持ち物
母子健康手帳、問
診票（４カ月児、
１歳児健康診査は
除く）

１７年１０月～１２月生まれ１２：３０～１３：００１歳６カ月児健康診査６／２２

１８年６月～１２月生まれ１３：００～１３：３０ポリオ予防接種６／２７

１９年２月生まれ
１３：００～１３：１５

４カ月児健康診査
６／２９

１８年６月生まれ１歳児健康診査

■問合先　健康福祉課へ

町
長
と
語
る
日

■
開
催
日
と
時
間

　

毎
月
最
終
木
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
１
回
に
つ
き　

分
間
）

４５

＊
都
合
に
よ
り
日
程
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
開
催
日
に
つ
い

て
は
毎
月
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
開
催
場
所　

役
場
３
階　

町
長
室

■
懇
談
方
法

　

事
前
に
電
話
な
ど
で
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。
来
客
が
な
い
場
合
は
予
約

が
な
く
て
も
懇
談
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
な
お
、
懇
談
の
席
上
に
は
総

務
企
画
課
の
担
当
職
員
が
同
席
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

町
長
室
専
用
フ
ァ
ッ
ク
ス

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号

　
　
　
　
　
　

―
２
６
１
１

６２

　

町
長
専
用
電
子
メ
ー
ル

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

s
h
iro
im
o
ri@
to
w
n
.o
g
u
n
i

 
 
   
  
 
   
  
 
 
  
 
 
 
 .  

y
a
m
a
g
a
ta
.j

 
 
 
 
 
 
  
  p  

＊
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
は
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

総
務
企
画
課
へ

１日人間ドック宿泊人間ドック検診名

４０名（定員になり次第締め切ります）３０名（定員になり次第締め切ります）定　員

検診料の３分の２検診料の３分の２助成額

男性 １０，５００円（検診料 ３１，５００円）男性 ２１，０００円（検診料 ６３，０００円）自　己
負担額 女性 １１，２００円（検診料 ３３，６００円）女性 ２１，７００円（検診料 ６５，１００円）

国民健康保険に加入していないかたで、平成
１９年４月１日現在で次の年齢のかた。
３０歳、３３歳、３６歳、３９歳、４２歳、４５歳、４８歳、５１歳、
５４歳、５７歳、６０歳、６３歳、６６歳、６９歳、７２歳

町内に住む３０歳以上のかた。
ただし勤務先などで宿泊人間ドックを受けるか
たは対象になりません。また、昨年度宿泊人間
ドックを受診されたかたは対象になりません。

対象者

５月２８日�～５月２８日�～日　程

健康福祉課へ町立病院へ申込先

児童手当制度が変わりまし児童手当制度が変わりましたた

■問合先　健康福祉課へ

《０歳以上３歳未満の児童の養育者に対する児童手当》
（改正前）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（改正後）
　　第１子、第２子　月額　５，０００円　　　　　　　　月額　１０，０００円（倍増）
　　第３子以降　　　月額　１０，０００円　　　　　　　　月額　１０，０００円（現行どおり）

《３歳以上》現行どおり
　　第１子、第２子　月額　５，０００円　　　　＊改正による手続の必要はありません。
　　第３子以降　　　月額　１０，０００円　　　　■問合先　健康福祉課へ

み
な
さ
ん
の
声
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

人間人間ドドッックの費用を助成しまクの費用を助成しますす
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人口のうごき
人  口　男 … 4,650人（－38）

女 … 4,919人（－39）
計 … 9,569人（－77）

世帯数 　　3,255世帯（－33）
平成19年3月31日

誕生おめでとうございます。

あ い な

伊 佐 領 新　澤　愛　那
　俊
由　樹（

さ く ら

宮 の 台 穴　沢　咲　良
洋　一
裕　子（

た い と

岩 井 沢 廣　瀬　泰　斗
孝　徳
まり子（

そら

兵 庫 舘 舟　山　　空
洋　介
香　奈（

ひ な た

舟 渡 塚　原　陽　向
　望
慶　子（

ゆ う や

小国小坂町 渡　部　優　也
宏　行
由　美（

結婚おめでとうございます。

白 鷹 町
越 中 里

守　谷　俊一郎
舟　山　晶　子（

小国小坂町
新 潟 県

長　岡　典　和
青　木　美和子（

足 野 水
白 子 沢
大 滝
岩 井 沢
泉 岡
兵 庫 舘
岩 井 沢
舟 渡
兵 庫 舘
町 原
小 渡
岩 井 沢
岩 井 沢
沼 沢
綱 木 箱 口
越 中 里
岩 井 沢

(79)
(93)
(91)
(82)
(89)
(80)
(86)
(81)
(83)
(72)
(81)
(58)
(89)
(71)
(86)
(82)
(91)

小　松　正　子
遠　藤　千年世
佐　藤　キミイ
齋　藤　きよ子
舟　山　乃　志
齋　藤　よし子
佐　藤　シ　ン
川　上　ハルエ
加　藤　サ　ン
和　田　　同
渡　部　ツネ子
須　藤　美枝子
　　　　　　く
加　藤　榮　三
渡　部　　曉
髙　橋　春　栄
小　関　春　次

おくやみ申し上げます。

　さまざまなサークルやスポーツ少年団など、
団体で活動しているかたがたを紹介していき
ます。今月は、「おも白い森」。
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イベントに向けキャンドル作りをするメンバー

　

四
月
か
ら
広
報
を
担
当

し
ま
す
片
桐
研
二
と
申
し

ま
す
。

　

雪
が
少
な
か
っ
た
本
年
、

取
材
先
の
お
年
寄
り
た
ち

か
ら
聞
か
れ
る
の
は
、
山

菜
が
遅
れ
て
い
る
と
い
う
心
配
そ

う
な
言
葉
。
い
つ
も
な
ら
雪
解
け

と
同
時
に
こ
ご
み
採
り
を
し
て
い

る
時
期
。
こ
の
春
は
、
雪
は
無
く

な
っ
て
い
る
の
に
、
山
の
恵
み
が

出
て
こ
な
い
と
。
一
方
、
春
の
花

た
ち
は
月
末
の
雨
で
目
覚
め
、
梅

も
桜
も
一
斉
に
咲
き
揃
っ
て
き
ま

し
た
。

　

き
っ
と
山
菜
た
ち
も
土
の
中
で
、

今
か
今
か
と
時
期
を
見
計
ら
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
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